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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第２四半期累計期間
第66期

第２四半期累計期間
第65期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

営業収益 （百万円） 54,789 55,806 113,111

経常利益又は経常損失（△） （百万円） 158 △284 718

四半期（当期）純利益又は四半

期純損失（△）
（百万円） 62 △240 67

持分法を適用した場合の投資利

益
（百万円） － － －

資本金 （百万円） 10,229 10,229 10,229

発行済株式総数 （千株） 39,611 39,611 39,611

純資産額 （百万円） 21,527 21,030 21,365

総資産額 （百万円） 78,207 81,741 78,807

１株当たり四半期（当期）純利

益金額又は１株当たり四半期純

損失金額（△）

（円） 1.87 △7.25 2.03

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 5.00 － 10.00

自己資本比率 （％） 27.5 25.7 27.1

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 726 △1,607 4,436

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △2,866 △2,030 △5,105

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 3,139 3,593 1,545

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 2,808 2,654 2,692

 

回次
第65期

第２四半期会計期間
第66期

第２四半期会計期間

会計期間
自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又
は１株当たり四半期純損失金額
（△）

（円） 1.16 △2.26

　（注）１．当社は連結子会社が存在しないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第65期第２四半期累計期間及び第65期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第66期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

６．営業収益は、売上高と営業収入を合計したものです。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクにおいて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当社は小売及びこれに付随する事業を行う単一セグメントであるため、セグメント別の記載を行っておりませ

ん。

 

（１）業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国の消費傾向は、４月からの消費税増税に伴う消費減退、夏季の天候不

順による季節商品需要の落ち込みなどがみられました。当社においてもその影響が顕著に現れる結果となり、

既存店の対前年売上高実績は95.2％となりました。

　その中でも、「普段の暮らしをより豊かに、より便利に、より楽しく」を経営理念とする当社は、商品政策に

おいて、「価値ある安さ」をお客様に提供するべく、特に購買頻度の高い、普段の暮らしに直結する商品につい

て、年間を通じて低価格を実現する取り組みを強化してまいりました。

　当第２四半期累計期間における新規出店は、従来のＭｒＭａｘの品揃えに生鮮食品を加えた「スーパーセン

ター」業態で、６月に八幡東店（福岡県北九州市）、７月に伊万里店（佐賀県伊万里市）、８月に唐津店（佐賀

県唐津市）の３店舗を開店致しました。また、小型店舗の「Ｓｅｌｅｃｔ」業態で、８月にＳｅｌｅｃｔ宇美店

（福岡県糟屋郡）を開店致しました。これにより、当第２四半期会計期間末の店舗数は59店舗となり、その内

「スーパーセンター」は14店舗、「Ｓｅｌｅｃｔ」は６店舗となりました。

　当第２四半期累計期間の商品部門別の実績は、取扱い店舗を拡大している日配・加工食品などが好調な食品部

門や、レジャー用品などが好調な住生活部門が売上げを伸ばしました。一方で、季節化粧品などが低調なＨＢＣ

部門やオーディオなどが低調な家電部門が売上げを落としました。

　これらの結果、当第２四半期累計期間の営業収益は、558億６百万円（前年同期比1.9％増）と増収となりまし

た。

　収益面においては、営業収益が増収となったことにより、営業総利益は140億25百万円（前年同期比1.4％増）

となりました。一方で、販売費及び一般管理費は、新規出店に伴う経費の増加などにより143億43百万円（前年

同期比4.4％増）となりました。これらの結果、営業損失は３億17百万円（前年同期は96百万円の利益）、経常

損失は２億84百万円（前年同期は１億58百万円の利益）、四半期純損失は２億40百万円（前年同期は62百万円の

利益）となりました。

 

（２）財政状態の分析

（総資産）

当第２四半期会計期間末における総資産は、有形固定資産や商品の増加などにより、前事業年度末に比べ29

億33百万円増加し、817億41百万円となりました。

（負債）

　負債は、借入金の増加などにより、前事業年度末に比べ32億68百万円増加し、607億10百万円となりました。

（純資産）

　純資産は、利益剰余金の減少などにより、前事業年度末に比べ３億35百万円減少し、210億30百万円となりま

した。
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（３）キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

税引前四半期純損失が△３億５百万円となり、減価償却費11億21百万円を計上した一方で、たな卸資産が14億

62百万円増加したことなどにより、営業活動により使用した資金は、16億７百万円（前年同期は７億26百万円の

収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

有形固定資産の取得による支出14億92百万円などにより、投資活動により使用した資金は、20億30百万円（前

年同期比８億36百万円減）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

借入金の増加38億16百万円に対し、配当金の支払い１億66百万円などの支出があり、財務活動により得られた

資金は、35億93百万円（前年同期比４億53百万円増）となりました。

これらの結果、当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前事業年度末に比べ37百万円

減少し、26億54百万円となりました。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 39,611,134 39,611,134
東京証券取引所
（市場第一部）
福岡証券取引所

単元株式数

100株

計 39,611,134 39,611,134 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成26年７月１日～
平成26年９月30日

－ 39,611,134 － 10,229 － 9,944

 

（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ヒラノマネージメントビーヴィ
（常任代理人 ＵＢＳ証券会社）

Herengracht548，1017ＣＧ
Amsterdam，the Netherlands
（東京都千代田区丸の内一丁目５番１号）

6,435.5 16.25

有限会社 Waiz Holdings 福岡市東区松田一丁目５番７号 2,778.3 7.01

ミスターマックス取引先持株会 福岡市東区松田一丁目５番７号 1,904.8 4.81

ＭｒＭａｘ社員持株会 福岡市東区松田一丁目５番７号 1,553.1 3.92

日本トラスティ・サービス

信託銀行　株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 1,415.4 3.57

株式会社　福岡銀行 福岡市中央区天神二丁目13番１号 1,414.2 3.57

平野　能章 福岡市東区 1,075.5 2.72

日本興亜損害保険 株式会社 東京都千代田区霞が関三丁目７番３号 801.2 2.02

平野　耕司 福岡市東区 763.6 1.93

平野　淳子 福岡市東区 723.4 1.83

計 － 18,865.4 47.63

　（注） 提出会社は自己株式 6,409.3千株を保有しておりますが、上記の大株主から除いております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　－ － －

議決権制限株式（自己株式等） 　－ － －

議決権制限株式（その他） 　－ － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 6,409,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 33,042,400 330,424 －

単元未満株式 普通株式 159,434 － 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  39,611,134 － －

総株主の議決権 　－ 330,424 －

　（注）上記「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、3,500株（議決権の数35個）含

まれております。

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ミスターマックス
福岡市東区松田
一丁目５番７号

6,409,300 － 6,409,300 16.2

計 － 6,409,300 － 6,409,300 16.2

（注）上記のほか株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が400株（議決権の数４個）

あります。

なお、当該株式は、上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式に含めております。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社ミスターマックス(E03103)

四半期報告書

 7/15



１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,569 2,677

売掛金 2,641 1,838

有価証券 123 130

商品 8,945 10,410

貯蔵品 79 77

その他 1,857 2,026

流動資産合計 16,215 17,162

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 16,355 17,421

土地 27,204 27,204

その他（純額） 4,796 5,580

有形固定資産合計 48,356 50,206

無形固定資産 224 208

投資その他の資産   

その他 14,016 14,170

貸倒引当金 △5 △5

投資その他の資産合計 14,010 14,164

固定資産合計 62,591 64,579

資産合計 78,807 81,741
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  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 15,066 8,718

電子記録債務 － 5,419

短期借入金 500 －

1年内返済予定の長期借入金 9,065 11,069

未払法人税等 339 94

引当金 456 283

その他 3,930 4,148

流動負債合計 29,358 29,733

固定負債   

長期借入金 20,078 22,390

引当金 658 676

資産除去債務 1,029 1,086

その他 6,317 6,823

固定負債合計 28,083 30,977

負債合計 57,442 60,710

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,229 10,229

資本剰余金 9,951 9,951

利益剰余金 3,766 3,364

自己株式 △2,598 △2,598

株主資本合計 21,349 20,946

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 3 64

繰延ヘッジ損益 12 19

評価・換算差額等合計 15 83

純資産合計 21,365 21,030

負債純資産合計 78,807 81,741
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 ※１ 52,472 ※１ 53,448

売上原価 40,957 41,780

売上総利益 11,515 11,668

営業収入   

不動産賃貸収入 2,131 2,110

その他の営業収入 185 247

営業収入合計 2,316 2,357

営業総利益 13,831 14,025

販売費及び一般管理費   

販売費 2,673 2,791

一般管理費 11,062 11,552

販売費及び一般管理費合計 ※２ 13,735 ※２ 14,343

営業利益又は営業損失（△） 96 △317

営業外収益   

受取利息 50 47

受取手数料 111 110

仕入割引 9 10

その他 47 44

営業外収益合計 219 213

営業外費用   

支払利息 155 172

その他 2 6

営業外費用合計 157 179

経常利益又は経常損失（△） 158 △284

特別利益   

投資有価証券売却益 7 －

テナント解約収入 10 12

補助金収入 40 29

特別利益合計 59 41

特別損失   

固定資産除却損 69 61

投資有価証券評価損 － 1

特別損失合計 69 62

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 148 △305

法人税、住民税及び事業税 88 62

法人税等調整額 △1 △127

法人税等合計 86 △64

四半期純利益又は四半期純損失（△） 62 △240
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失

（△）
148 △305

減価償却費 1,053 1,121

引当金の増減額（△は減少） 31 △155

受取利息及び受取配当金 △56 △54

支払利息 155 172

投資有価証券売却損益（△は益） △7 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 1

有形固定資産除却損 69 61

テナント解約収入 △10 △12

補助金収入 △40 △29

売上債権の増減額（△は増加） △222 497

たな卸資産の増減額（△は増加） △234 △1,462

仕入債務の増減額（△は減少） 542 △1,229

その他 △648 210

小計 778 △1,183

利息及び配当金の受取額 7 7

利息の支払額 △138 △156

法人税等の支払額 △41 △304

補助金の受取額 119 29

営業活動によるキャッシュ・フロー 726 △1,607

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,722 △1,492

無形固定資産の取得による支出 △30 △60

投資有価証券の売却による収入 62 －

定期預金の預入による支出 － △153

その他 △176 △323

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,866 △2,030

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,400 △500

長期借入れによる収入 10,200 9,500

長期借入金の返済による支出 △4,449 △5,183

配当金の支払額 △166 △166

その他 △44 △56

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,139 3,593

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4 7

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 994 △37

現金及び現金同等物の期首残高 1,814 2,692

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,808 ※ 2,654
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下、「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて、第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決

定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込

期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

　この結果、当第２四半期累計期間の期首の退職給付引当金が６百万円減少し、利益剰余金が３百万円増加して

おります。なお、損益に与える影響は軽微であります。

 

（四半期損益計算書関係）

※１．消化仕入による売上の純額は次のとおりであります。

前第２四半期累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

483百万円 577百万円

 

※２．販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期累計期間
（自 平成25年４月１日
　　至 平成25年９月30日）

　当第２四半期累計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年９月30日）

従業員給与手当 3,641百万円 3,797百万円

賞与引当金繰入額 356 283

退職給付費用 70 70

減価償却費 1,053 1,121

賃借料 2,671 2,795

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
前第２四半期累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 2,691百万円 2,677百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 － △153

有価証券 116 130

現金及び現金同等物 2,808 2,654

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月21日
定時株主総会

普通株式 166 5.0 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金
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２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月31日
取締役会

普通株式 166 5.0 平成25年９月30日 平成25年11月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日
定時株主総会

普通株式 166 5.0 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後となるもの

　　該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成

26年４月１日　至　平成26年９月30日）

当社は、小売及びこれに付随する事業を行う単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額、及び算定上の基礎は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
1円87銭 △7円25銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（百万

円）
62 △240

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（百万円）
62 △240

普通株式の期中平均株式数（千株） 33,204 33,202

（注）１．前第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

　　　ため記載しておりません。

（注）２．当第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

　　　失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月13日

株式会社ミスターマックス

（商号　株式会社ＭｒＭａｘ）

 

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柴田　祐二　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮本　義三　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミス

ターマックス（商号　株式会社ＭｒＭａｘ）の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第66期事業年度の第２四半

期会計期間（平成26年７月１日から平成26年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９

月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミスターマックス（商号　株式会社ＭｒＭａｘ）の平成26年９月30日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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